
「旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想（案）」に対するパブリックコメント（意見募集）の結果について 

東川町では、「旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想（案）」について、町民の皆様からご意見を募集しました。お寄せいただいたご意見の

内容と、これに対する町の考え方を、次のとおり公表します。 

なお、いただいたご意見は原文のまま掲載しています。提出者の氏名・住所等の個人情報は掲載していません。 

１ 意見募集の概要 

・募集期間  令和８年６月 10日（水）から令和８年６月 30日（火）まで 

・公表資料  旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想（案）／同 基本構想案説明資料 

・提出方法  電子メール 

・提出状況  提出者４人 ／ 意見８項目（内容ごとに区分して記載） 

２ 寄せられたご意見と町の考え方 

番

号 

意見項目 主なテーマ 年齢 性

別 

ご意見の内容 ご意見に対する町の考え方 

1 旧東川駅跡再開

発プロジェクト

を通じて解決す

べき課題につい

て 

施設整備

（導入機

能） 

― 女

性 

施設整備において「医療・健康・スポーツ分

野の国際会議やワークショップ開催」を視野

に入れていただくことを提案いたします。近

年、リハビリテーション医学、スポーツ医

学、アスレティックトレーニング、コンディ

ショニング分野では、日本国内で国際会議や

実技研修会を開催したいという要望が増えて

います。しかし、多くの会議施設は講演形式

を前提として設計されており、実技を伴う教

育プログラムへの対応が十分ではありませ

ん。特にこれらの分野では、・治療台（ベッ

ド）を設置できるスペース・マットエリアを

活用した実技指導環境・運動解析や身体機能

評価を行うための十分な空間・少人数から大

人数まで柔軟に対応できる会場が求められま

す。東川町は旭川空港に近く、豊かな自然環

境と滞在価値を有していることから、医療・

健康・スポーツ分野の教育・研修・国際交流

の拠点となる大きな可能性を持っていると考

えます。実技を伴うワークショップや国際会

議に対応できる施設は全国的にも多くなく、

東川町の特色ある強みになり得ます。 

医療・健康・スポーツ分野の国際会議やワー

クショップへの対応については、旧東川駅跡

地に整備を想定している多目的ホールにおい

て、多様な利用形態に柔軟に対応できる空間

構成を基本的な方向性として掲げています。

いただいたご提案につきましては、基本計画

の検討段階において参考とさせていただきま

す。 

2 旧東川駅跡再開

発プロジェクト

を通じて解決す

べき課題につい

て 

施設整備

（デザイ

ン、実用

性） 

― 女

性 

施設整備においては、デザイン性と同時に機

能性を重視していただければと思います。都

市部では、デザイン性や建築的な意匠を優先

した結果、利用者にとって使い勝手が悪く、

冷暖房効率や維持管理効率に課題を抱える施

設も少なくありません。再開発施設において

は、見た目の美しさだけでなく、・冬季の暖

房効率、夏季の冷房効率・会場レイアウト変

更のしやすさ・機材搬入や設営のしやすさ・

利用者と運営者双方の利便性・長期的な維持

管理コストなどを十分に考慮した、実用性の

高い施設となることを期待しています。 

施設の機能性・利便性・維持管理性の重要性

についてのご指摘は真摯に受け止めていま

す。冬季の暖房効率をはじめとする環境性

能、レイアウト変更への対応、長期的な維持

管理コストの抑制など、実用面での品質確保

は設計上の前提条件として位置づけており、

デザイン性と機能性の両立を図りながら、多

くの方に長く使い続けていただける施設とな

るよう、いただいたご提案につきましては、

基本計画の検討段階において参考とさせてい

ただきます。 

3 旧東川駅跡再開

発プロジェクト

を通じて解決す

べき課題につい

て 

織田コレク

ションの展

示方法 

70

歳代 

男

性 

「体験型」展示の検討をお願いしたい。「体

験型展示」とは、展示物に触れたり、一時的

に使えたり、座れたりすることができるよう

な展示方法である。織田コレクションの椅子

の中には、文化財的な価値を有する貴重な作

品が多数含まれていることはいうまでもない

が、他方で、現在も生産され続け、多くの場

所で実際に使用されている製品も多い。ま

た、本来、「椅子」は、人々が多様な生活の

場面で使用する「道具」の一種であり、使わ

れることを目的として造られ、かつ、その目

的に応じて、古代より工夫が重ねられてき

た。そして、織田コレクションの中核をな

す、主に近代以降にデザインされてきた椅子

のモデルには、それ以前の手工芸的な製造方

法に代わって、マスプロダクションのプロセ

「体験型展示」の導入については、展示品の

保存状態や文化財的価値を考慮しつつ、現在

も流通している製品については実際に使用で

きる展示形態を検討することは有意義なご提

案と受け止めております。 

織田コレクションの展示方針については、学

芸員等の専門的知見も踏まえながら、基本計

画の段階において具体的な展示方法を検討し

てまいります。いただいたご意見はその検討

の中で参考とさせていただきます。 



番

号 

意見項目 主なテーマ 年齢 性

別 

ご意見の内容 ご意見に対する町の考え方 

スによって同一の形式のものが大量生産され

たものも多くある。たとえば、コレクション

の中に、同じタイプのものが複数ある場合

は、その一つを「体験型の展示物」として、

鑑賞者が、ただ見るだけでなく、実際に座る

ことができるような方法で展示されるのが望

ましいのではないか。というのも、タウンミ

ーティングの際に、「座ることができない椅

子を展示する施設のために〇〇億も費やすの

か？」という発言が見受けられたが、「座る

ことができる」展示物があることによって、

そうした意見に応じることができるとのでは

ないか。また、コレクションの維持には、修

復技能・技術の継承も必須であると考えられ

るので、そのためにも、「体験型」展示によ

る経験のフィードバックは有効ではないか。 

4 旧東川駅跡再開

発プロジェクト

の基本的な方向

性について 

屋外広場の

活用方法 

70

歳代 

男

性 

敷地全体の約半分程度を占める「屋外広場」

の全体デザインについて、ランドスケープ・

アーキテクト、および造園家などの専門家を

加えた検討をお願いしたい。p.22の機能配置

図に示された「屋外広場」は、「文化創造エ

リア」と「地域交流エリア」それぞれにとっ

て、必要な場所であると同時に、両者を繋

ぎ、かつ重なり合う場所として、全体にとっ

て重要な場所である。そして、5つの建物か

らなる施設全体を、有機的に、かつ効果的に

関連付けるためには、このオープンスペース

をどのようにデザインするかについて、各々

の建物の改修設計および新築設計を担当する

建築家に加えて、外部空間の設計、および造

園の設計を担当する専門家のアイデアを導入

することが望ましいと思われる。というの

も、従来、この場所は、冬期には、膨大な排

雪が堆積されていた場所であったが、今回の

再開発にあたっては、雪の時期にも特別なオ

ープン・パブリックスペースとしての役割を

果たすことが求められるからである。また、

再開発の結果生じるであろう、近隣周辺の住

宅地区へのさまざまな影響についても、慎重

かつ丁寧に対応すべき課題も解決する必要も

あるであろう。そうした、重層する複雑な課

題に応えるためにも、外部空間や土壌、植栽

などに関する知識と技術を携えた専門家の参

加が強く望まれるのではないだろうか。 

敷地内の「屋外広場」については、文化創造

エリアと地域交流エリアの双方を有機的に繋

ぐ重要な空間として、基本計画段階において

ランドスケープ・アーキテクトの専門家の知

見を活用することも視野に入れながら検討し

てまいります。また、冬季の排雪・積雪対応

や近隣住宅地区への影響についても、設計プ

ロセスにおいて丁寧に検討すべき事項として

受け止めております。いただいたご意見は基

本計画の検討段階において参考とさせていた

だきます。 

5 基本構想の位置

付けについて 

基本構想の

あり方 

60

歳代 

男

性 

現在の基本構想案では、当初計画案から事業

内容、事業費が大きく拡張しており、当初の

イメージから大きくかけ離れている。基本構

想においても総花的で、写真甲子園のような

分かりやすさはない。開発内容が、あまりに

も箱物整備に偏っており、近年ではどこの自

治体もその運営に四苦八苦している状況なの

に、あまりにも楽天的な方向性と言わざるを

得ない。町民が計画の素案にかかわる事がほ

とんどなく、説明会と意見聴取だけというの

は、少し問題があるのではないか。懇談会で

ほとんどの事業内容の方向性が決まっている

ようだが、こんな重要な決定事項について、

議事録の非公開というのは理解に苦しむ。住

民参加に逆行している。 

本町のまちづくりの取組においては、住民参

加型であることが重要なものと認識しており

ます。本件等については、タウンミーティン

グや地域別に開催した説明会において説明と

対話を実施した経緯があるほか、今後は懇談

会での主要な検討経過を公表していく方針で

す。 

6 旧東川駅跡再開

発プロジェクト

を通じて解決す

べき課題につい

事業費の適

正化 

60

歳代 

男

性 

現在計画でも事業費が１０億円以上不足して

いるのに、あとで増額処理するなら何でも有

になってしまい、モラルハザードではない

か。とかも、整備内容に対して事業費が異常

織田コレクションについては、本町の産業や

文化の振興において重要な役割を持つ財産で

あると考えており、その価値をまちづくりに

生かしていく必要性があると認識していま



番

号 

意見項目 主なテーマ 年齢 性

別 

ご意見の内容 ご意見に対する町の考え方 

て なほど釣り合わず、高額となっている。織田

コレクションという個人の蒐集物に、多額の

税金を投入する事について、町民の理解が得

られているとは考えづらい。しかも、後年度

の維持管理、運営費が１億円以上という、異

常な内容となっている。財政破綻は他人事で

はない、補助金があるから、ほとんどの建設

費は国が出すと言うスタンスは、夕張市が言

っていたことと同じである。実質負担しなけ

ればならない金額は小さく見えるだけで、地

方自治体が負担する額としては、実際には大

きい。 

す。事業費については、現在は町内既存施設

をベースとして概算を実施している段階であ

り、昨今の建設市場及び類似他施設における

維持管理運営費実績を踏まえ、精査してまい

ります。また、財源については、本町の財政

の健全性を損なわないよう、国庫補助の活用

やふるさと納税の基金化などの方策を検討

し、維持管理・運営費についても、民間活力

の活用等により自立的な運営を目指す方向で

検討するなど、いただいたご指摘は基本計画

の検討において参考とさせていただきます。 

7 旧東川駅跡再開

発プロジェクト

の基本的な方向

性について 

事業責任主

体の明確化 

60

歳代 

男

性 

事業の、責任主体を明確にすべきである。

（懇談会参加者が責任主体なのか、東川町な

のか） 

本事業の実施主体は東川町であり、懇談会は

町が意思決定をするうえで、広く意見を聴取

するために設置しています。町が責任を持っ

て判断・実施するものであることをご理解願

います。 

8 旧東川駅跡再開

発プロジェクト

の基本的な方向

性について 

文化創造エ

リアのコン

セプト 

50

歳代 

男

性 

プロジェクト基本構想案の文化創造エリア

「デザインミュージアム」についての意見で

す。・東京、札幌、旭川のような都市にある

ミュージアムではなく、なぜ北海道の田舎町

（木工家具産業が盛んな）にデザインミュー

ジアムがあるのか、ローカルな文化施設のあ

り方をコンセプトの中心に据えてほしい。・

織田コレクションを中心とした収蔵展示する

ことには賛成であるが、コレクション内の過

去のモダンデザインの礼賛にとどまることな

く、現在の旭川家具のデザイン、北海道の生

活デザイン全般、さらには未来のデザインに

ついても収蔵・展示してほしい。・ミュージ

アムのコンセプトづくりにおいてミュージア

ム運営専門家や学芸員のほかに町内木工事業

者（木工会など）のメンバーを加えてほし

い。 

ご指摘の観点を踏まえ、機能の詳細は基本計

画以降の段階において決定してまいります。

懇談会等では町内木工事業者の皆様のご知見

を賜りながら検討を進めてまいりました。今

後も必要に応じて、有識者や関係者の皆さま

からご意見をいただきながら検討を進めてま

いります。 

 


